
 

                                                                       

幼保小の連携・接続に関する調査 2021 概要版 

 

保育・教育の質確保・向上に向けた幼保小の連携や交流、接続カリキュラム等の実施状況を把握するため、

市内保育施設、小学校を対象とした実態調査を実施しました。昨年から、文部科学省「幼児教育と小学校教育

の架け橋特別委員会」でも、学びの連続性を意識したカリキュラムの編成・実施や、幼児教育の質に関する認

識の共有の必要性など、幼保小連携・接続が注目を浴びているところです。 

今後の皆様のお取組の参考にしていただけるよう、概要版を作成しましたので、ぜひご参照ください。 

なお、分析も含めた詳細版は、ホームページに掲載しております。併せてご活用ください。 

 

調査にご協力いただいた学校及び幼児教育施設数（  ）内は回収率 

幼 稚 園   180 園（ 80％） 

認 定 こども園   051 園（ 85％） 

私 立 保 育 所   591 園（ 77％） 

公 立 保 育 所   065 園（100％） 

公立小学校・義務教育学校    339 校（100％） 

  合       計   1226 園校（84％） 

調査担当 

幼稚園、認定こども園、保育所・・・こども青少年局 子育て支援課 幼保小連携担当 

小学校・義務教育学校    ・・・教育委員会小中学校企画課 

 

報告書編集・発行 

こども青少年局保育・教育人材課幼保小連携担当  ６７１－３７３１ 

 
 
【幼児教育施設編】 

当該期間（令和２年 10月～３月）は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、子ども同士の交流

や職員間の連携は、難しさがあったようです。実施されたことの内訳をみると、小学校との交流に加えて、

近隣園との交流も行われています。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
≪交流の種類（園数）≫ 

 
小学校の授業時間を中心とした交流 

作品展・栽培・収穫体験等の行事での交流 

近隣の園などの保育・教育施設どうしの子どもたちの交流 

園や小学校の校庭・園庭、施設等の利用を通しての交流 

小学校の児童を園に招いての交流 

避難訓練・防災訓練等を合同で行う交流 

実施した 
 
 
 
実施していない 

子ども同士の交流（全施設合計） 

実施していない  実施した 

職員間での連携の取組（全施設合計） 

幼稚園  民間保育所  公立保育所  認定こども園 
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≪教職員間の連携に取り組んだ内容（園数）≫ 

職員間での連携の取組では、小学校との情報交換や子どもに関する情報提供が盛んであることが分かりま

す。園児及び保護者の、入学に向けての安心や支援に効果的につなげていただいているようです。小学校の

授業、行事、研究科などの参観についても、コロナ禍ではありましたが、78 園で取り組まれていました。 

 

小学校の授業、行事、研究会などの参観 

近隣の保育・教育施設の保育、行事等の参観 

幼保小連携に関する研修・研究会などに参加 

「10 の姿」を理解・共有するなどの研修会を合同で実施  

小学校との情報交換や、子どもに関する情報提供 

園の保護者会に小学校の先生を招き、話をしてもらった 

 
≪連携を図ることによる成果（園数）≫ 

 

小 学 校 の 教 職 員 と の つ な が り が で き た 

小学校の教職員から「園の保育・教育への理解が深まった」という感想が聞かれた 

職員が、小学校での生活や学習を理解し、つながりの大切さを理解することができた 

「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について小学校と共有することができた  

小学校入学に向けての保護者の安心や支援につながることができた 

小学校への接続を意識した保育・教育カリキュラムの改善につなげることができた 

 
 
≪小学校への円滑な接続を意識した活動や取組を行っていると答えた園では、 

どのような取組を行ったか。n=751≫ 
 「あまりあてはまらない」 「まああてはまる」 「とてもあてはまる」 

 

子どもたちの遊びの中で、知的好奇心を育み、予想

や見通しを立て自ら学べるようにする等、学びの芽

生えを大切にした遊びや活動に取り組むようにした 

 

 

子どもたちに人とのつながりや、友達とともに目標

を達成する喜びが感じられるようにする等、協同的

な遊びや体験活動に取り組むようにした 

 

 

子どもたちが安心して就学を迎えられるように、小

学校生活を具体的にイメージした活動や、意欲や自

立心を高める活動に取り組むようにした 

 

 

「１0 の姿」を手掛かりに子どもの育ちを捉えると

ともに、年長児の遊びを通した学びの特性を踏まえ、

指導計画を作成したり、改善を図ったりした 

 

 

近隣の小学校、または連携先の小学校が実施する「ス

タートカリキュラム」について、園の職員（園長や

年長児担任、担当者等）が知る機会を設定した 

 

 

園と小学校とで、お互いのカリキュラムの内容を共

有したり、よりよい接続期のカリキュラムになるよ

うに協働で協議・研究したりする機会を設定した 

 

 「まったくあてはまらない」 

次ページ「コラム」へ 

注目しています 

幼児教育の質に
ついて、小学校
との間で理解を
促進していくこ
とについては、文
部科学省の「幼
児教育と学校教
育の架け橋特別
委員会」でも、今
後の課題として
取り上げられて
います。 
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≪小学校への円滑な接続を意識した取組をしてよかった点≫ 
「まったくあてはまらない」 「あまりあてはまらない」  「まああてはまる」  「とてもあてはまる」 

 
幼児期に育まれた力が小学校教育にどのようにつ

ながっていくのかをイメージできるようになった  

 

 

 

子どもたちの体験の幅を広げたり、遊びの質を高

めたりするための環境構成を、より工夫するよう

になった 

 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を実践

や振り返りにどう生かしたらいいのか、保育者・

教員同士で話し合うようになった 

 

 

園と小学校とで「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」や「大切にしたい子どもの姿」等を引き

継いだり、共有したりすることができた 

 

 

近隣の小学校、または連携先の小学校が実施する

「スタートカリキュラム」について、理解が進ん

だ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２つ目の設問に対して「とてもあてはまる」「まああてはまる」と回答した園の数が全体の 90％以上あるよ

うに、小学校への円滑な接続を意識したことにより、子どもの学びの場が広がり、充実した教育活動につなが

ったことを成果として実感できていることが分かりました。   

さらに、この時期ならではの活動に取り組んだことにより、年長児に資質・能力が育まれ、「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」を活用して話し合うことで、小学校教育とのつながりをイメージできたと捉える園も

多くありました。 

このふたつに注目しています 

 幼稚園教育要領解説には、「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』は、幼稚園教育を通した幼児

の成長を幼稚園教育関係者以外にも、わかりやすく伝えることにも資するものであり、各幼稚園での

工夫が期待される」とされています。（第１章 第２節） 

 連携先の小学校や、家庭、地域の子どもを支える方々と、子どもの育ちや学びを共有していく際に、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が十分に活用されている園が 107 もあります。わたしたち

も、このような事例を把握し、研修などで発信していきたいと思います。 

 また、小学校のスタートカリキュラムに保育者が関わっている事例も見られるようになっています。

小学校職員から話を聞くだけでなく、実際に子どもと関わりながら、体験的に理解していく事例とし

て注目しています。 

 

コラム 

「大切にしたい子どもの姿」の共有や、小学校で実施する「スタートカリキュラム」について理解を促す取組 

  

 最近、様々な事例を収集する中で、次のような取組が見られるようになりました。 

 一つ目は、小学校での音楽や図画工作などの活動（映像等資料）を小学校の教諭に提供してもらい、一緒

に、様々な視点から意見交換する取組です。保育者が、園でのリズム遊びや造形遊びを行う際に、小学校の

教科とのつながりを意識したり、共同する楽しさや充実感を味わえる実践を工夫したりすることにつながっ

ているそうです。 

二つ目は、保育者が、小学校の授業研究会や参観日に、子どもの姿を見に行くことです。例えば、小学校

での話し合い活動の様子から、園でも、身近な共通の問題を自分たちで考えたり、伝えあったり、解決した

りする時間を大切にしたことで仲間意識を育むことにつながったということです。 



 

【小学校編】 

当該期間（令和２年 10月～３月）は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、子ども同士の交流

を実現することは難しさがありましたが、職員同士の連携は、各学校で模索され取り組まれていました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
内訳をみると、園児・児童間の連携の取組で、当該期間に多く行われていたものは、「学習活動での交流

活動（直接の対面交流でなくても構いません）」134 校と「ICT 機器を活用した映像による交流」118 校で

した。 

コロナ禍と重なり、実現が難しかった交流活動ですが、園児との交流による、児童にとっての成果を多

くの学校が想定していることが分かりました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員間の連携では、子どもについての情報交換や日頃の子どもの様子について話し合うことがよく取

り組まれていました。 

 

≪実施した教職員間での連携の取組（校数）≫ 

・園を参観したり、園の行事に参加したりした※ 

・入学予定児の情報交換や日頃の子どもの様子について話合いをした※ 

・職員が交流する園を訪問して、合同で保育や授業を行った 

・幼保小連携に関する研修・研究会などに参加した※  

・近隣の園や連携先の園と、「10 の姿」を理解・共有する機会を設定した※ 

・入学説明会で配付する資料について、園と相談し、保護者の必要感を探った 

・園の職員が小学校の重点研究会等で協議に参加した※  

※＝オンライン可 

  
教職員間の連携をしてよかった点として、新入生への支援につなげられるという意見が多くありました。 

≪職員間の連携を図る取組を実施してよかった点（校数）≫ 

・職員同士が顔見知りとなり、交流活動についても話がしやすくなった 

・幼児期の「遊びを通した学び」と小学校教育のつながりを意識するようになった 

・スタートカリキュラムについて、教職員のアイデアが広がった 

・日々の授業改善について、教職員のアイデアや手立ての幅が広がった 

・「よこはま☆保育・教育宣言」の内容を知ることができた 

・入学に向けた保護者の安心や児童への支援策の立案につなげることができた 

・子どもの特性に応じた適切な支援を準備できた  

≪園児との交流による児童にとっての成果として考えらえること（校数）≫ 

 

・やさしさと思いやりの気持ちを育むことができる 

・成長を実感することができる  

・達成感や満足感を感じ、自己肯定感を育むことができる  

・異年齢の子や、友達と関わる力を育むことができる 

・教科等の学習を充実させていくためのきっかけになる  

子どもどうしの交流
の取組 

職員間の連携の取組 

実施した 
 
 
 
実施していない 

実施した 
 
 

     注目しています 
こども青少年局・教育委員会事務局

ともに、ここに注目しています。この「10 の姿」
（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿）を一
つのツールにしながら、幼児教育で育ち学ぶ子
どもの姿を共有していただきますよう、お願い
いたします。 

     注目しています 
教育活動を通して、自己

肯定感や学びに向かう力をどう育め
ばよいのか、難しさを感じるという声
を聞きます。この結果からは、幼保小
の児童間の交流が、そのような目に
見えにくい力を育む一つの要因にな
るのではないかと期待している学校
が多いことが読み取れます。 



 

今年度のスタートカリキュラムに焦点を当てて、調査を行いました。各項目で、成果が見られた設問と、課題

が見られた設問に焦点を当ててご紹介します。 

                             

「まったくあてはまらない」 「あまりあてはまらない」 「まああてはまる」 「とてもあてはまる」  
―どのような指導の工夫を図ったか― 

３つの密を避けつつ、子どもたちが友達と関わったり、友達の 

ことを知ったりすることができる活動を工夫した 

 

教科等を中心とした学習活動では、普段の生活や体験的な活動などの 

きっかけを大切にして、子どもの興味・関心に添った授業を工夫した 

 
教室のレイアウトを変更したり、フリースペースや体育館、 

校庭などの環境設定を工夫したりし、子どもが主体的に、 

自由に遊ぶ時間を確保した（なかよしタイム） 

 

教科等で育てたい資質・能力と、生活科で育てたい資質・能力の 

つながりを、教職員が意識できるような活動計画等や単元構想図 

などを作成し、児童に育成を目指す力に基づいたスタートカリキュ 

ラムマネジメントを行った 

 

―編制・実施に当たって、留意したことは何かー 

様々な学習や登校後、休み時間などの時間では、1 学年担任以外の 
多くの職員がかかわることを心掛けた 

 

児童支援専任や特別支援コーディネーターがかかわりながら、子どもの 

学びや育ちを支える環境について検討し、改善するようにした 

 

 

近隣園や連携先の園の大切にしている環境的な支援（安心でき 

る空間や遊びの場づくり・視覚に訴える掲示物等）を、小学校 

での環境づくりに生かした 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）を踏まえ、園で 

培われた力や個々のよさが発揮されることを期待してスタートカ 

リキュラムを編成・実施した 

 

－児童にとって、特にどのような成果が見られたか― 

新しい友達や職員と人間関係を築き、安心して学校生活をスタートすることができた・・・・ 

 

園での育ちや学びを生かしながら、学習活動を充実させることができた・・・・ 

 
―職員にとって、特にどのような成果があったかー 

学校で実現を目指す子ども像についてイメージを共有することができた 

 

学校全体で１年生を支援する体制ができた・・・ 

 

他学年や専科の教職員が、学級経営や授業づくりをする際に、スタート  

カリキュラムでの児童の学びが活用されたり、ヒントになったりした 

 

子どもが安心して入学後の生活や学習に向かえるよう、体験を重視したり、児童支援専任や多くの職員

が関わったり、園での育ちや学びを生かしたりできるようなスタートカリキュラムが大切にされているこ

とがわかりました。マークのついているところは、現時点では低い数値を示していますが、今後大切にし

たい取組として、注目されているところです。園での育ちを具体的な子どもの姿として理解し、入学直後

から発揮できる力を想定したり、環境構成のプロである保育者の支援策を取り入れ、子どもの学びを促進

したりすることが、今求められる力を育てるスタートカリキュラムのマネジメントです。 


